
　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、井手町は３月、４月
に続き、これまでに寄贈いただいたものや町の備蓄品からマスク
４０００枚を、５月 19 日（火）、社会福祉法人弥勒会いでの里や
デイサービスみのり、子育て支援センター、放課後児童クラブなど、
町内の福祉関係施設に届けました。（P02 に関連記事）

いでいで
2   0   2  0
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広報いでR2-06 2

い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

　

３
期
12
年
に
わ
た
り
副
町
長

を
務
め
て
こ
ら
れ
た
中
谷
浩
三

さ
ん
が
、
５
月
11
日
（
月
）
を

も
っ
て
副
町
長
を
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
谷
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
４

月
に
井
手
町
職
員
に
採
用
さ

れ
、
企
画
財
政
課
長
、
総
務
部

長
、
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、
平

成
20
年
５
月
よ
り
副
町
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

副
町
長
に

島
田
智
雄
さ
ん
を
選
任

　

５
月
１
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
た
井
手
町
議
会
５
月
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
副
町
長
に
島
田

智
雄
さ
ん
（
前
参
与
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に

京
都
府
庁
に
入
庁
。
山
城
北
土

木
事
務
所
技
術
次
長
、
中
丹
西

土
木
事
務
所
所
長
、
山
城
北
土

木
事
務
所
所
長
、
建
設
交
通
部

理
事
（
道
路
計
画
課
長
事
務
取

扱
）
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
平
成

30
年
か
ら
は
事
業
部
門
専
門
の

特
別
職
と
し
て
井
手
町
参
与
を

務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
12
日
か
ら
４

年
間
。

ご
苦
労
様
で
し
た

　

中
谷
副
町
長
が
退
任

【
地
域
住
民
の
安
心
安
全
と
し

て
】

▽
井
手
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
実
行
委
員
会
様
（
西
島

誠
大
会
会
長
）
か
ら
、
プ
リ
ー

ツ
型
マ
ス
ク
２
，
０
０
０
枚
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
村
上
海
斗
様（
井
手
町
出
身
・

プ
ロ
野
球
選
手　

読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
）
か
ら
、
プ
リ
ー
ツ
型

マ
ス
ク
１
０
，
０
０
０
枚
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
（
株
）
エ
ー
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
様
（
吉
岡
利
剛
代
表
取

締
役
）
か
ら
、
プ
リ
ー
ツ
型
マ

ス
ク
６
，
０
０
０
枚
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
大
仁
田
喜
行
様
か
ら
、
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
２
０
０
枚
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
善
意
の
寄

附
を
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、

社
会
福
祉
施
設
等
へ
配
布
す
る

な
ど
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
医
療
事
業
と
し
て
】

▽
中
井
義
髙
様
か
ら
３
０
，

０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
附

を
、医
療
事
業
の
充
実
の
た
め
、

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

村上海斗様

井手町チャリティーゴルフ大会実行委員会様エールエンジニアリング様

■
人
事
異
動
（
５
月
12
日
付
）

▽
井
手
町
参
与
（
特
定
任
期
付

職
員
）
西
垣
義
郎

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

副町長を退任された中谷さん

島田副町長



広報いで R2-063

新型コロナウイルス感染症の影響により国民年金保険料の納付が困難な方へ

が可能です！
国民年金保険料の免除申請

学生納付特例申請
及び

 今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失等が生じて所得が相当程度ま
で下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所得見込額を用いた簡易な手続きにより、国民年金保
険料免除申請及び学生納付特例申請が可能となりました。
■免除申請対象となる方　
①令和２年２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響により業務が失われた等により収入が減少した
　こと。
②令和２年２月以降の所得の状況からみて、当年中の所得見込額が、国民年金保険料免除基準相当になる
　ことが見込まれる方。
■学生納付特例申請の対象となる学生　
①令和２年２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響により業務が失われた等により収入が減少した
　こと。
②令和２年２月以降の所得の状況からみて、当年中の所得見込額が学生納付特例基準相当になることが見
　込まれる方。
■申請の対象となる期間　
〇免除申請の対象となる期間
　令和２年２月分から６月まで　※令和２年７月分以降は、改めて申請が必要です。
〇学生納付特例申請の対象となる期間
　１．令和元年度分として令和２年２月分から令和２年３月分まで
　２．令和２年度分として令和２年４月分から令和３年３月分まで
■申請に必要なもの　
〇免除申請の方
　１．国民年金保険料免除・納付猶予申請書
　２．所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））
〇学生納付特例申請の方
　１．国民年金保険料学生納付特例申請書
　２．所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））
　３．学生証のコピー
■申請方法　
申請書の提出先は、井手町役場の国民年金担当窓口、または年金事務所です。



広報いでR2-06 4

■国民健康保険税　納税通知書の送付　
令和２年度の保険税の納税通知書を６月中旬、世帯主（納税義務者）あてに郵送します。
国保は世帯単位での加入が義務づけられており世帯主の方が国保に加入していない場合（擬
制世帯主といいます）でも、保険税の納税義務が発生します。保険税は１年分（１２ヵ月分）
を６月から翌年３月までの１０回に分けて支払う仕組みになっています。
　また年金天引き（特別徴収）により保険税を納付していただく世帯については４月・６月・
８月の納付額は令和元年度の税額で仮徴収を行い、１０月・１２月・翌年２月の納付額で令
和２年度の税額に合わせて調整します。

■国民健康保険税の制度変更について
法律の改正に伴って、均等割・平等割の減額対象となる所得基準を拡大します。また課税限
度額を引き上げます。

○軽減割合  
　（令和元年度）       世帯の総所得金額等の合計額
　７割軽減  基礎控除額（33 万円）を超えない世帯
　５割軽減 【基礎控除額（33 万円）＋２８万円×被保険者数】を超えない世帯
　２割軽減 【基礎控除額（33 万円）＋５１万円×被保険者数】を超えない世帯

 （令和２年度）
　７割軽減  変更なし
　５割軽減 【基礎控除額（33 万円）＋２８万５千円×被保険者数】を超えない世帯
　２割軽減 【基礎控除額（33 万円）＋５２万円×被保険者数】を超えない世帯

○限度額の変更
　基礎分　　６１万円→６３万円
　支援金分　１９万円→変更なし
　介護分　　１６万円→１７万円

○課税標準および税率
区　分 課　税　標　準 基礎分　税率 支援金分　税率 介護分　税率※

所得割 　（総所得金額＋山林所得金額＋長期譲渡 6.20
100

2.10
100

1.30
100　所得金額＋短期譲渡所得金額）－ 33 万円

資産割 　土地・家屋にかかる固定資産税額 39.0
100

6.00
100

4.70
100

均等割 　被保険者１人につき 26,600 円 7,800 円 8,800 円

平等割 　１世帯につき 29,400 円 7,200 円 5,900 円

保険税課税限度額 63 万円 19 万円 17 万円

　※課税標準×税率＝保険税額（各区分の合計）
　※４０歳から６４歳までの方は基礎分・支援金分と合わせて介護分も課税されます。 

◎収入がない方も申告を
　国保税・高額療養費等の自己負担額は前年の所得に基づき算定されます。障害・遺族年金
の受給者や扶養されていた方も住民税の申告（収入がない場合でも申告が必要です）を行っ
てください。申告がない場合は保険税の軽減措置の対象外となりますのでご注意ください。

■保健医療課からのお知らせ

➡



広報いで R2-065

■こんなときは１４日以内に国民健康保険担当まで届けてください
◎国民健康保険に入るとき

こんなとき 持参するもの

他の市町村から井手町に転入してきたとき 印かん・前の市町村の転出証明書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者か
らはずれたとき

印かん・職場の健康保険証からはずれた証明書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険の加入世帯に子どもが生まれたとき 印かん

生活保護を受けなくなったとき 印かん・保護廃止決定通知書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

◎国民健康保険をやめるとき
こんなとき 持参するもの

井手町以外の市町村に転出するとき 印かん・国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

就職して職場の健康保険に入ったとき、
被扶養者となったとき

印かん・職場の保険証と国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険に入っている人が死亡したとき 印かん・国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険に入っている人が生活保護を受けるように
なったとき

印かん・国民健康保険証・保護決定通知書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

（就職等で会社の保険に加入した場合には、本人または同世帯員が国民健康保険の喪失手続きを行わないと国民健康保険
は喪失となりません。会社等が手続きすることはありませんのでご注意ください。）

◎そのほかの場合
こんなとき 持参するもの

井手町内で住所が変わったとき、
世帯主や氏名が変わったとき

印かん・国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

保険証をなくした（汚れて使えなくなった等）とき 印かん・本人であることを証明するもの（使えなくなった国
民健康保険証等）、個人番号（マイナンバー）が分かるもの

お問い合せは：保健医療課（℡８２－６１６６）

特別定額給付金の申請はお済ですか？
給付額はお一人
 　  国から特別定額給付金 10 万円
                     ＋
   　井手町から生活応援給付金２万円 　です

　対象となる世帯主の方には５月中旬までに申請書をお送りしていますので、必要事項
をご記入いただき、本人確認書類の写し（マイナンバーカード、運転免許証等の写し等
どれか１点）、指定した口座が確認できる書類（金融機関名、口座番号、口座名義人が分
かる通帳やキャッシュカードの写し等）を添えて、同封の返信用封筒でお申し込みくだ
さい。
　特別定額給付金を申請いただきますと、国からの全国一律となる給付対象者 1 人につ
き１０万円（世帯の合計金額は特別定額給付金申請書に記載）が給付されるとともに、
井手町では、さらに独自の生活応援給付金として、給付対象者１人につき２万円を上乗
せ給付いたします。（ただし特別定額給付金申請書受付時点で井手町から転出されている
方は除きます）※井手町生活応援給付金として、別途申請していただく必要はありません。

　お問い合わせは、井手町特別定額給付金担当　企画財政課　　　℡８２－６１６２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域創生推進室　℡８２－６１７０

令和 2 年 4 月 27 日時点において、井手町の住民基本台帳に記録されている方全員を対象に、
その方が属する世帯主の方に一括給付されます。受付は８月 11 日までです。
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自動車急発進防止装置
取付費用を補助します

【
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

①
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
申
請

時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の

方
。

②
非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す
る

目
的
で
補
助
の
対
象
と
な
る
自

動
車
へ
急
発
進
防
止
装
置
を
取

り
付
け
た
方
。

③
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
有

し
て
い
る
方
。

④
取
付
業
者
で
取
り
付
け
を
し

た
方
。

【
補
助
金
の
額
】

　

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付

け
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の
1

を
乗
じ
て
得
た
額
（
百
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
切
り

捨
て
）
以
内
と
し
、
2
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
用
意

し
、
高
齢
福
祉
課
に
て
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
申
請

書②
補
助
対
象
経
費
の
内
訳
が
明

記
さ
れ
て
い
る
領
収
書
の
写
し

※
改
造
の
箇
所
及
び
経
費
を
明

ら
か
に
し
た
も
の

③
取
り
付
け
箇
所
の
写
真

④
有
効
期
限
内
に
あ
る
運
転
免

許
証
の
写
し
及
び
自
動
車
検
査

証
の
写
し

⑤
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
請
求

書⑥
補
助
金
振
込
口
座
の
分
か
る

も
の
（
預
金
通
帳
）

⑦
印
鑑

※
①
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
窓

口
に
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５
）
ま

で
。

井手町自動車急発進
防止装置取付費用補
助のサイト

急発進防止装置
自動車の停止時又は徐行時において、
アクセルペダルが急激に踏み込まれた
際に急発進を抑制し、若しくはアクセ
ルペダルとブレーキペダルが同時に踏
み込まれた場合にブレーキ操作が優先
される装置。

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
満
70

歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
交
通

事
故
の
防
止
や
事
故
時
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
所
有
す
る

自
動
車
へ
の
急
発
進
防
止
装
置

の
取
り
付
け
に
係
る
費
用
の
一

部
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、
急
発
進
防

止
装
置
を
取
り
付
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
と
し
ま
す
。）



広報いで R2-067

　井手町では一般不妊治療、不育症治療（検査）を受けておられるご夫婦の経
済的負担を軽減するために、治療等に要した医療費の一部を助成しています。
　≪対象となる方≫
　（１）京都府内の市町村に引き続き１年以上住所を有しているご夫婦のうち、
　　　井手町内に住所を有している間に不妊治療等を受けられた方
　（２）各種医療保険に加入しておられる方
　（３）人工授精に要した費用について、助成を申請する場合は法律上の婚姻
　　　をされている方
　≪対象となる治療費及び助成金額等≫
　（１）一般不妊治療
　　①不妊治療（健康保険適用分）に要した医療費（自己負担分）
　　②人工授精に対して負担した医療費
　◆①及び②の医療費のそれぞれの２分の１の額の合計（お一人につき１年度あ
　　たり１０万円を限度）。①の医療費のみに対して助成するときは６万円を限度
　（２）不育症治療等
　　不育症の原因を特定するための検査及び不育症の治療（いずれも健康保険適
　　用分）に対する医療費（自己負担分）
　◆医療費の額の２分の１の額（お一人につき１回の妊娠あたり１０万円を限度）
　※京都府の制度で、体外受精、顕微授精、男性不妊治療に対する助成制度とし
　　て特定不妊治療費助成事業」があります。
　　詳しくは山城北保健所綴喜分室（℡ 63‐ 5745）までお問い合わせください。
　≪申請手続き≫
　保健センターで受け付けます。
　詳細や申請に関するお問い合わせは、井手町保健センター（℡８２―３３８５）へ

不妊治療等助成制度のお知らせ

　井手町では移植に用いる骨髄等の適切な提供の推進を図るため、骨髄等を提供し
た住民に対し、助成金を交付します。

【対象者】
　公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨髄末梢血幹細胞提供あっせん事業にお
いて骨髄等の提供を行った人で、次に掲げる要件のいずれにも該当する人。

（１）骨髄等の提供を行った日（以下「骨髄等提供日」という。）に井手町に住所を
　　有している者であること。

（２）他の自治体等が実施する同種同類の助成金等を受けていない者であること。
【助成対象】
　助成金の対象は、次に掲げる骨髄等の提供に係る通院、入院又は面談。
　ただし、骨髄等の採取等に関連した医療処置によって生じた健康被害のためのも
のを除く。

（１）健康診断のための通院
（２）自己血採血のための通院
（３）骨髄等の採取のための入院
（４）前に掲げるもののほか、骨髄バンク又は医療機関が必要と認める通院、入院又
　　は面談

【助成額】
　助成対象の（１）～（４）の通院又は入院の日数に２万円を乗じて得た額とし、
　１回の提供につき１４万円を限度とする。

【交付の申請】
　骨髄等提供日から９０日以内に、次に掲げる書類を添えて申請してください。

（１）骨髄バンクが発行する骨髄等の提供を行ったことを証する書類
（２）骨髄等の提供に係る通院等をしたこと及び当該通院等をした日を証する書類
（３）その他、町長が必要と認める書類
【申請場所・問い合わせ】
　井手町立保健センター（℡８２－３３８５）

■井手町骨髄ドナー助成事業を実施しています
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「空き家・空き地バンク」をご存知ですか？
利用可能な空き家・空き地の
　　　　　　　情報提供にご協力を！！

■
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
と
は

　
空
き
家
・
空
き
地
（
以
下
「
空
き
家

等
」
と
い
う
。）
を
所
有
す
る
方
か
ら

登
録
の
申
し
込
み
を
受
け
、
登
録
さ
れ

た
空
き
家
等
の
物
件
情
報
を
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
提
供
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

空
き
家
等
を
放
置
す
る
と
、
防
犯
、

防
災
、
景
観
の
面
で
も
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
内
に
空
き
家
等
を
所
有
し
て
い
る

方
で
、
売
却
や
賃
貸
を
ご
検
討
い
た
だ

け
る
物
件
が
あ
る
場
合
に
は
、ぜ
ひ「
空

き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
に
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

■
空
き
家
等
の
登
録
な
ど
の
手
順

⑴
登
録
の
申
し
込
み

　
地
域
創
生
推
進
室
へ
、
登
録
申
込
書

な
ど
の
必
要
書
類
を
提
出
い
た
だ
き
ま

す
。

⑵
物
件
の
登
録

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録

が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
登
録
台

帳
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、

　
物
件
の
所
在
地
、
状
況
、
所
有
者
の

希
望
条
件
と
い
っ
た
情
報
を
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

⑶
交
渉
・
契
約

　

登
録
い
た
だ
い
た
物
件
に
つ
い

て
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
場
合
、

　
登
録
事
業
者（「
住
ま
い
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
」。

以
下
同
じ
。）
を
通
じ
た
交
渉
等
の
後
、

契
約
の
締
結
に
進
み
ま
す
。

■
家
財
の
撤
去
や
家
屋
の
修
繕
に
対
す

る
支
援
が
あ
り
ま
す

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
た
売
却
や
賃

貸
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
費
用
に
つ
い

て
町
か
ら
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（
契

約
締
結
後
、
一
定
期
間
に
わ
た
り
利
用

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

・
残
存
家
財
の
撤
去
費
用　

・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用

・
空
き
家
を
利
活
用
す
る
た
め
の
最
低

限
の
修
繕　
（
１
件
当
た
り
上
限
50
万

円
）

※
支
援
は
予
算
の
範
囲
内
に
限
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
地
域
創
生
推
進
室
ま

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
利
用
希
望
者
の
手
順

⑴
利
用
の
申
し
込
み

　
地
域
創
生
推
進
室
へ
、
利
用
申
込
書

や
誓
約
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　
利
用
希
望
者
、
利
用
目
的
な
ど
が
適

当
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
登
録
事
業
者

に
通
知
し
ま
す
。

⑵
交
渉
・
契
約

　
登
録
事
業
者
等
と
の
交
渉
の
後
、
契

約
の
締
結
に
進
み
ま
す
。
町
は
交
渉
・

契
約
に
は
関
与
し
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
創
生
推
進
室

（
℡
82
‐
６
１
７
０
）

　
「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
の
物

件
情
報
等
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。
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項目 内容 対象期間 お問い合わせ先

各種証明書交付手数
料免除

　融資・助成金の支援制度を利用する際に必要となる
各種証明書の交付手数料を免除（交付申請書に支援制
度名、提出先等の記入が必要です）
　①住民票の写し（広域交付住民票を除く）
　②住民票記載事項証明書
　③印鑑登録証明書
　④課税（所得）証明書
　⑤納税証明書
　⑥固定資産評価証明書、公課証明書
　　①～③は住民福祉課、
　　④～⑥は税務課にて交付

令和２年 10 月 30 日まで

住民福祉課
0774-82-6164

税務課
0774-82-6163

国民健康保険税減免
　令和 2 年 2 月以降に新型コロナウイルス感染症の
影響により収入が減少した場合などで、一定の要件を
満たす場合は申請により保険税の減免を行う。

令 和 2 年 2 月 1 日 ～ 令
和 3 年 3 月 31 日の間に
納期限が設定されている
国民健康保険税

保健医療課
0774-82-6166

介護保険料減免
　令和 2 年 2 月以降に新型コロナウイルス感染症の
影響により収入が減少した場合などで、一定の要件を
満たす場合は申請により保険料の減免を行う。

令 和 2 年 2 月 1 日 ～ 令
和 3 年 3 月 31 日の間に
納期限が設定されている
介護保険料

高齢福祉課
0774-82-6165

後期高齢者医療保険
料減免

　令和 2 年 2 月以降に新型コロナウイルス感染症の
影響により収入が減少した場合などで、一定の要件を
満たす場合は申請により保険料の減免を行う。

令 和 2 年 2 月 1 日 ～ 令
和 3 年 3 月 31 日の間に
納期限が設定されている
後期高齢者医療保険料

保健医療課
0774-82-6166

国民年金保険料免除
　令和 2 年 2 月以降にコロナ感染症の影響により収
入が減少し、所得が相当程度まで下がった方に保険料
の全部・一部の免除や猶予。

令 和 2 年 2 月 ～ 6 月 分
の国民年金保険料。
※ 7 月以降は改めて申請
が必要

住民福祉課
0774-82-6164

国民健康保険
傷病手当金

　給与等の支払を受けている被保険者が新型コロナウ
イルス感染症に感染した場合、または発熱等の症状が
あり感染が疑われる場合で、その療養のため勤務する
ことができなかった期間について、一定の要件を満た
す場合は申請により傷病手当金を支給。

令 和 2 年 1 月 1 日 ～ 令
和 2 年 9 月 30 日

保健医療課
0774-82-6166

後期高齢者医療
傷病手当金

　給与等の支払を受けている被保険者が新型コロナウ
イルス感染症に感染した場合、または発熱等の症状が
あり感染が疑われる場合で、その療養のため勤務する
ことができなかった期間について、一定の要件を満た
す場合は申請により傷病手当金を支給。

令 和 2 年 1 月 1 日 ～ 令
和 2 年 9 月 30 日

保健医療課
0774-82-6166

新型コロナウイルス感染症の影響に係る
　　　　　　手数料・保険料（税）減免等について
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月１回程度
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月２回程度
場所：多賀保育園
　
※サークルに興味のある方は子育て支援センター
までお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就園前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～就園前まで（申込制）

６月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

６月中のイベントはすべて中止させていただきます。

７月

７月のイベントは未定です。

●一時預かり「いちごぐみ」の利用について
お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】 平日 8：30 ～ 16：30  

土曜 8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）まで
　お問い合わせください

　

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
井

手
町
で
も
、
毎
年
救
急
出
動
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

出
動
要
請
の
中
に
は
単
な

る
酒
酔
い
や
「
ど
こ
の
病
院
へ

行
っ
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら

な
い
の
で
・
・
・
」、「
救
急

車
で
搬
送
し
て
も
ら
っ
た
方

が
、
早
く
診
て
も
ら
え
る
か

ら
・
・
・
」
な
ど
緊
急
性
が
低

い
と
思
わ
れ
る
病
気
や
ケ
ガ

で
の
救
急
要
請
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
救
急
車
が

必
要
な
方
へ
速
や
か
に
救
急

車
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

症
状
が
軽
い
場
合
は
ご
自

身
で
最
寄
り
の
医
院
や
病
院

へ
行
か
れ
た
り
、
ま
た
体
の
調

子
が
お
か
し
い
な
と
感
じ
た

ら
早
め
に
診
察
を
受
け
る
な

ど
、
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段

が
な
く
、
症
状
か
ら
緊
急
に
病

院
へ
の
搬
送
が
必
要
な
場
合

は
迷
わ
ず
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
救
急
車
は
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
」

有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
82
・

３
０
０
０
）

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
急
車
適
正
利
用
に
つ
い
て
　
本
当
に
救
急
車
は
必
要
で
す
か
？
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Ｑ
．
年
金
事
務
所
等
の
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や

　
　
　
　
　

相
談
を
希
望
す
る
場
合
、
予
約
は
可
能
で
す
か

Ａ
．
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事
務
所
、
街
角
の
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
年
金
相
談
の
予
約
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
金
事
務
所
等
の
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て
い

る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
相
談
の
申
し
込
み
は
「
予
約
受
付
専

用
電
話
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
、
０
５
７
０
‐

０
５
‐
４
８
９
０
、
受
付
時
間
は
、
月
～
金
（
平
日
）
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
15
分
、
土
日
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

　

ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
相
談
さ
れ
る
方
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ

て
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た

職
員
が
事
前
に
準
備
の
う
え
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
た
だ
し
、

混
雑
状
況
に
よ
り
、
時
間
ど
お
り
の
ご
案
内
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
予
約
は
、
来
訪
を
希
望
す
る
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま

で
受
付
し
て
い
ま
す
。
ご
予
約
の
際
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
状

況
に
よ
り
、
日
時
な
ど
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

予
約
相
談
の
実
施
時
間
帯
は
、
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
半
～

午
後
４
時
、
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
へ
の
来
訪
が
困
難
な
場
合
、
ご
家
族
の
方
が
ご

本
人
に
か
わ
っ
て
年
金
の
請
求
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
相
談
窓
口
に
、
ご
本
人
か

ら
の
委
任
状
（
本
人
署
名
、
押
印
）、
ご
本
人
の
印
鑑
、
来
訪

さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
又
は
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　新型コロナウイルス感染症に関連して
－不当な差別や偏見をなくしましょう－

　新型コロナウイルス感染症に関しては、誤った情報や認識に基づく、感染者やその家族等への不当な差別、
偏見、いじめ、SNS での誹謗中傷等の発生が危惧されています。
　このような行為は重大な人権侵害であり、憶測やデマに惑わされず、冷静に行動していただきますよう
お願いいたします。
　新型コロナウイルス感染症に関連する不当な差別、いじめ等にあった方からの人権相談を以下のとおり
受け付けています。

☆人権全般
　・みんなの人権１１０番
　　　０５７０－００３－１１０（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）
　・京都府人権リーガルレスキュー隊
　　　０７５－７４１－６３２１（第１・３火曜日　午後２時～４時）
☆女性の人権ホットライン（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）
　　　０５７０－０７０－８１０
☆子どもの人権１１０番（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）
　　　０１２０－００７－１１０
☆外国語人権相談ダイヤル（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）
　　　０５７０－０９０－９１１（専用電話番号ナビダイヤル）

令
和
３
年
度
以
降
使
用
の
中
学

校
教
科
用
図
書
見
本
を
展
示
し

ま
す

　

令
和
３
年
度
以
降
使
用
の
中

学
校
教
科
用
図
書
採
択
に
伴

い
、
広
く
住
民
の
方
か
ら
意
見

を
聴
取
し
、
教
科
書
選
定
の
参

考
と
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で

教
科
用
図
書
の
見
本
展
示
を
行

い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク

の
着
用
等
、
感
染
症
対
策
を
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

【
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
】

▽
展
示
日
／
６
月
12
日
（
金
）

～
６
月
30
日
（
火
）
※
土
日
は

行
い
ま
せ
ん
。

▽
展
示
時
間
／
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時

【
泉
ヶ
丘
中
学
校
】

▽
展
示
日
／
６
月
24
日
（
水
）

～
６
月
30
日
（
火
）
※
土
日
は

行
い
ま
せ
ん
。

▽
展
示
時
間
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時

【
京
都
府
山
城
教
育
局　

教
科

書
セ
ン
タ
ー
】

▽
展
示
日
／
６
月
12
日
（
金
）

～
６
月
30
日
（
火
）
※
土
日
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

▽
展
示
時
間
／
午
前
８
時
半
～

午
後
７
時

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育

課
（
℡
82
‐
４
３
３
３
）
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地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
地

ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

のひまわり通
つ う

信
し ん

心
こころ

でつなぐ、地
ち
域
いき

でつつむ
“認

にん
知
ち
症
しょう
”

５つの漢字から連
れん

想
そう

して、「？」には
何の漢字１文字が入るでしょうか？

【脳トレ ～やってみよう！～】
連想クイズ

？親
人 中 薬

小―

―
―

―
―

　認知症のある方には、さりげなく自然で優しいサポートが大事です。
そのためには認知症について理解がなければ難しいことだと思います。
つい本人の言葉や行動を否定して正そうとしがちになってしまうもので
す。心の余裕がなければ、なおさらのことでしょう。
　認知症は誰でもなる可能性はあるもので、特別な病気ではないという
ことをまずは知ってもらえたらと思います。ほんの少しの理解からお互
いが救われることがあります。マイナスな部分にだけ捉われず、できる
ことにも目を向けてみて下さい。

知ることからはじめよう、認知症の理解

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
　足腰を鍛

きた

えて歩く力をいつまでも保
たも

つことが健
けん

康
こう

寿
じゅ

命
みょう

を伸ばす秘
ひ

訣
けつ

です。
1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目標にしましょう。
　注）ストレッチなどで体をほぐしてからおこないましょう。

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

（手順）
①　少し浅めに座る
②　座面を持ちながら
　　両膝を持ち上げて
　　下ろす
③　くり返す

パタパタ
（手順）
①　少し浅めに座る
②　片足を前に出す
③　かかとを床につけて
　　つま先を上げて下ろ
　　す
④　できるだけ早く、く
　　り返す
⑤　反対側もおこなう

両膝上げ

➡ ➡

シャキッと脳トレの正解：　指　（親指、人（さし）指、中指、薬指、小指）
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●

Information

おしらせ
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

　
「
ち
か
ご
ろ
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
」「
相
手
の
声
が
聞
こ
え
に
く
い
」「
補

聴
器
を
使
え
ば
、
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
る
？
」
な
ど
・
・
・

　

耳
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
の
相
談
を
専

門
の
言
語
聴
覚
士
が
ご
自
宅
等
ま
で
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
行
い
ま
す
。　
　

実
施
期
間
／
令
和
２
年
６
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
。お
一
人
約
１
時
間
の
予
約
制
で
す)

内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聞
こ
え
に
関
す
る

相
談

申
込
／
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５

）＊
検
査
の
内
容
・
相
談
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー
（
℡
30
‐
９
０
０
０
、
ＦＡＸ
55
‐

７
７
０
８
）

地
域
の
障
害
者
相
談
員
の
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
か
ら
相

談
を
受
け
る
た
め
、
井
手
町
長
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
協
力
者
の
方
々
で
す
。
相

談
を
聞
き
、
助
言
や
指
導
を
行
い
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
地
域
で
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
相
談
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

令
和
２
年
度

身
体
障
害
者
相
談
員　

西
谷
静
子
さ
ん

連
絡
先　

井
手
町
大
字
井
手
小
字
里
57

（
℡
82
‐
３
５
０
１
）

知
的
障
害
者
相
談
員　

島
田　

和
子
さ
ん

連
絡
先　

井
手
町
大
字
井
手
小
字
山
田
27

‐
３
（
℡
82
‐
２
７
０
６
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

　
　
　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か

対
象
／
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

１
．
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
次

の
障
が
い
の
あ
る
方

○
視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

の
方

○
下
肢
又
は
体
幹
の
障
が
い
程
度
が
１
級

又
は
２
級
の
方

○
上
肢
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

で
、
か
つ
、
下
肢
の
障
が
い
程
度
が
３
級

の
方

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
障
が

い
程
度
が
１
級
の
方

２
．
療
育
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
「
Ａ
」

判
定
の
方

３
．
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
が

い
等
級
が
１
級
の
方

申
請
方
法
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
申

請
書
と
印
鑑
を
持
ち
、
高
齢
福
祉
課
へ

利
用
券
／
月
額
１
，
０
０
０
円
（
申
請
の

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
交
付
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）

各 

種 

相 

談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
６
月
15
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
６
月
22
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
６
月
23
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

労働保険のお知らせ
令和２年度　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新期間は
６月１日（月）～８月３１日（月）です
〇新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、年度更新期間について令和２年８
月３１日まで延長することといたしました。
〇また新型コロナウイルス感染症の影響により、事業に係る収入に相当の減少が
あった事業主の方にあっては、申請により、労働保険料等の納付を、１年間猶予
することができます。
〇労働保険の年度更新は管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への郵送又は電
子申請でも受け付けており、直接窓口に出向くことなく申告することが可能です。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署



広報いでR2-06 14

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
通
常
と
は

異
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
館

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月
１
・
８
・
15
・
22
・
25
・

29
日

７
月
６
・
13
・
20
・
27
・
28
・

29
・
30
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

　

６
月

一
般
書

「
法
の
雨
」　　
　

下
村 

敦
史

「
空
の
あ
ら
ゆ
る
鳥
を
」

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ア

ン
ダ
ー
ズ

「
う
め
も
も
さ
く
ら
」

　
　
　
　
　
　
　

 

石
田 

香
織

「
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
田 

弘

「
鴻
上
尚
史
の
も
っ
と
ほ
が
ら

か
人
生
相
談
」　   

鴻
上 

尚
史

「
蓼
食
う
人
々
」　 

遠
藤 

ケ
イ

「
お
う
ち
は
遊
び
の
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」　　
　
　
　

木
村 

研

児
童
書

「
も
り
の
か
ば
ん
や
さ
ん
」

　
　
　
　

 

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
み
こ

「
ま
ち
が
い
な
く
名
探
偵
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

杉
山 

亮

「
エ
ル
シ
ー
と
魔
法
の
一
週
間
」

　
　
　

ケ
イ
・
ウ
マ
ン
ス
キ
ー

「
み
ん
な
で
ね
ん
ね
」

　
　
　
　

 

ま
る
や
ま 

あ
や
こ

「
こ
ん
た
く
ん
き
を
つ
け
て
！
」

　
　
　
　
　
　
　

磯 

み
ゆ
き

６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》　　
　
　
　
　
　
　

７
月
11
日
（
土
）　

午
後
１
時

半
～

図
書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
七
夕
ま
つ
り
》

７
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

図
書
館
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

６
月
・
７
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

６
月
17
・
24
日

７
月
１
・
８
・
15
・
22
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午

後
２
時
～
午
後
４
時
）

６
月
11
・
18
・
25
日

７
月
２
・
９
・
16
・
30
日

　敵は、先入観。世界
をひっくり返せ！　デ
ビュー２０年目の著者
が 描 く 少 年 た ち の 物
語。『オール讀物』掲
載の「スロウではない」
など、書き下ろし３編
を含む短編全５編を収
録。

逆ソクラテス
伊坂 幸太郎

　お菓子作りはまるで
科学実験。素材に自然
界の法則があるから、
作り方に決まりが生ま
れ て レ シ ピ に な り ま
す。無重力パフェ、溶
け な い ア イ ス、 化 石
チョコレートなど、お
菓子と科学の実験レシ
ピを紹介します。ポイ

不思議なお菓子レシピ サイエンス
スイーツ
太田 さちか

ント解説付き。

　すみれは、よく泣き
ます。悲しいとき、痛
いとき、こわいとき、
くやしいときに泣きま
す。すみれのお母さん
は、泣く子は嫌いと言
います。でも涙にはい
ろんな理由があるんだ
から、泣き虫の私をま
るごと好きになって！

ひとはなくもの
やべ みつのり

と訴えます。

　小さな村に住む老婦
人ミス・マープルは、
じつは鋭い知性で数々
の事件を解決してきた
名探偵。その日も、友
達から相談をうける。
列車で起きた殺人事件
を通報したが、死体が
どこにも見つからない
というのだ…。

ミス・マープルの名推理
アガサ・クリスティー



広報いで R2-0615

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明
な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82 ‐ 6168）してください。（テレビ・冷
蔵庫・冷凍庫・　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（6月 11日～ 7月 10日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 6 月 18 日 6 月 11 日
7 月 9 日 7 月 2 日 6 月 25 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 6 月 19 日 6 月 12 日
7 月 10 日 7 月 3 日 6 月 25 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 6 月 25 日 6 月 11 日

7 月 9 日 7 月 2 日 6 月 18 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで
し尿収集日程

収集日 区域番号 収 集 区 域
6月11日
7月2日 ④ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷
6 月 16 日
7 月 7 日 ⑦ 西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

6月18日
7月9日 ⑨ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜、阿弥陀寺

6月22日 ⑪ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内、下赤田、
上赤田

6月24日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田、柏原

6月26日 ⑮ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、
浜田、橋ノ本

6 月 30 日 ② 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
鳥休、柴木田

※し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

（燃やすごみ）
出せる物・出し方
●台所の生ゴミ　必ず水切りをする（大切です） 　
●紙おむつ　　　汚物を取り除いてから出す
●食用油　　　　少量ずつ紙か布にしみ込ませるか凝固剤で固まらせて出す
●剪定枝　　　　少量の木切れ、刈り込みなどはひもでくくる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一度に出すのは２～３束まで）
●たばこの吸い殻、掃除機のごみ、紙くずなど
●汚れが落ちない容器包装
●古着、古布などは極力リサイクルショップや集団回収などで出してください
※家庭生ごみ自家処理容器等購入費補助制度があります
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名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161
地域創生推進室 0774-82-6170
企画財政課 0774-82-6162
税　務　課 0774-82-6163
住民福祉課 0774-82-6164
高齢福祉課 0774-82-6165
保健医療課 0774-82-6166
建　設　課 0774-82-6167
産業環境課 0774-82-6168
上下水道課 0774-82-6169
会　計　課 0774-82-6171
議会事務局 0774-82-6172
教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700
同和・人権政策課

0774-82-3380
0774-82-4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館
保健センター 0774-82-3385
地域包括支援センター 0774-82-3690
泉ヶ丘中学校 0774-82-2070
井手小学校 0774-82-2119
多賀小学校 0774-82-2112
玉川保育園 0774-82-2153
多賀保育園 0774-82-2225
いづみ保育園 0774-82-4160
子育て支援センター 0774-82-2232
環境衛生センター 0774-82-4651
学校給食センター 0774-82-3617
井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838
町立デイサービスセンター 0774-99-4318
老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499
老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059
京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・
延期・変更になる恐れがあります。事前にご確認をお願いします。
月日 曜日 行　　　　事

6/11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～、賀泉苑・予約制）

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

23 火 障がい者相談（午後１時半～、役場西別館１階会議室・予約制）

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

7/1 水 無火災デー防火パレード

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

おめでとうございます
(4 月 16 日から 5月 15日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
多 賀 山 本　修

しゅう
 司

じ
明 男

井 手 瀧 下　莉
り

 羽
こ

翔 子

井 手 西 谷　芽
め

 苺
い

尚 和

井 手 小 畑　李
り

 月
つき

靖 典

〈
出
生
〉

住所 夫 妻

井 手 永 田　将 志 小久保　薫

〈
婚
姻
〉


